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（主に月曜）

火曜、第２・４水曜

[４・１０月 ]１０:００～１４:３０、１５:３０～１８:００ [５～９月 ]１１:００～１４:３０、
１５:００～１９:００　[１１～３月 ]１０:００～１４:３０、１５:３０～１７:００　

月～木曜木曜、年末年始
芦別市北４条東１丁目１道の駅スタープラザ芦別２F





も
っ
た
い
な
い
精
神
と

気
遣
い
か
ら
生
ま
れ
た

美
唄
の
鶏
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド

愛
さ
れ
続
け
る
逸
品

現
地
を
訪
れ
て

味
わ
う
の
が
醍
醐
味

伝統的なとりめしを再現

◆藤の名所 レストラン 藤観光

美唄市進徳町１区
tel.０１２６‐６２‐６０３７　㊡
　 　 １１:００～２０:００ (１４:００～１６:００前後は不定休)

月曜(祝日は営業)
美唄市茶志内町３区
tel.０１２６‐６５‐２７６８　㊡
　 １１:００～１８:００ ( 売り切れ次第終了 )

第１・３・５火曜、年末年始

　 １６:００～２１:００



赤
平
の
新
名
物
と
し
て

復
活
し
た
グ
ル
メ

ア
レ
ン
ジ
は
さ
ま
ざ
ま

ジ
ャ
ン
ル
い
ろ
い
ろ

ガ
ン
ガ
ン
食
べ
ら
れ
る

地
元
の
飲
食
店

日本遺産構成文化財
住友赤平炭鉱立坑櫓・周辺施設

鍋に合うお酒も豊富！

◆暖らん

赤平市本町１丁目２-１６
tel.０１２５‐３２‐５２１７　㊡月曜
　 １７:００～２２:００





１１:３０～１３:４５(L.O.)、１７:３０～２１:１５(L.O.)



昭和38年創業！中心街にある老舗中華食堂

　　　　　　　　　　　　　       木曜、不定

　 １１:００～１９:００

　　　　　　　　　　　　　       
　  ６:３０～７:３０、１１:００～１４:３０、１７:００～１９:００
　　　　　　　　　　　　　       月曜、第１・３火曜

　　　　　　　　　　　　　       火曜、不定

　 １１:００～１４:００



午
前
中
に
は
完
売
必
至

小
樽
の
甘
味
文
化

北海道民に愛される “べこ餅”

　

ぱ
ん
じ
ゅ
う
は
、パ
リ
ッ
と
し
た

薄
皮
の
中
に
餡
が
詰
ま
っ
た
、直
径

５
㎝
ほ
ど
の
つ
り
が
ね
型
の
お
菓

子
。小
樽
市
総
合
博
物
館
が
所
蔵
す

る
絵
葉
書
に
は
「
ぱ
ん
ぢ
う
」
と
書

か
れ
た
看
板
が
確
認
で
き
る
。撮
影

は
大
正
２
年
よ
り
前
と
い
う
か
ら

驚
き
だ
。
店
の
数
は
減
っ
た
が
、
今

で
も
小
樽
名
物
と
し
て
人
気
で「
桑

田
屋
」
は
小
樽
の
本
店
の
ほ
か
、
札

幌
に
も
店
舗
を
展
開
し
て
い
る
。

 

さ
あ
、
小
樽
の
甘
味
文
化
を
堪
能

し
に
出
か
け
よ
う
。

　

小
樽
の
も
ち
屋
さ
ん
は
老
舗
が

多
い
。Ｊ
Ｒ
南
小
樽
駅
か
ら
徒
歩
圏

内
に
あ
る
「
元
祖 

雷
除
志
ん
古
」

は
、１
５
０
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る

大
福
が
人
気
の
店
。花
園
で
70
年
以

上
続
く「
み
な
と
も
ち
」は
、草
べ
こ

も
ち
が
評
判
。同
じ
く
花
園
で
創
業

１
２
０
年
以
上
の「
新
倉
屋
」は
、花

園
だ
ん
ご
が
看
板
商
品
だ
。い
ず
れ

の
お
店
も
、人
気
商
品
は
午
前
中
に

は
完
売
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

早
め
の
時
間
に
訪
れ
る
の
が
お
す

す
め
。

昭和２０年代の小樽中央市場



年末年始・４月第３月曜

札幌で１８７８年創業。１９００年に炭鉱景
気に沸く夕張に隣接する栗山に移転。
炭鉱の発展とともに生産量を伸ばし、
炭鉱マンたちに愛された活力の酒。

北海道開拓の精神と関東大震災の復興
を願い、起備団合の名称で１９２３年か
ら発売。炭鉱街の子どもたちにも愛さ
れた北海道を代表する銘菓。

１９５５年に万字炭鉱の麓に開店した「小
鳩食堂」が始まり。多くの炭鉱夫のお
なかを満たした初代の味を受け継ぎ、
昔懐かしの味を提供する。

新二岐駅（旧夕鉄）の向かいにお店を構
え、４０年に渡って角田炭鉱の炭鉱夫た
ちの胃袋を支えた。現在の店舗に移転
後も地元の人に愛される名物料理。

秋田の鉱山からの移住者が伝え、構内
運搬に馬を使った三笠や歌志内で盛ん
に食べられた。定食や単品で味わうこ
とが出来る。

１９２０年岩見沢で創業。 その後１９２５年
に幾春別へ移転。 移転当時の姿を今に
残している。 ２０２０年に一度閉店したが、
四代目店主が当時の味を受け継ぎ復活。

１９３０年創業。地元で愛される老舗菓
子店。カステラ生地を大地に、つぶあん・
大納言を石炭にみたて、 三笠の土地に
生きる歴史・思い・魅力を込めた一品。

各炭鉱へ伸びる鉄道のハブ駅として発
展した岩見沢。喫茶店は汽車待ちをす
る人々の憩いの場となった。ズラリと
並んだ喫茶店ならではのメニューは、
長年にわたり市民に愛されている。

元々は炭鉱労働者で賑わう夕張にあっ
た中華料理店。今は二代目店主が腕を
振るう。夕張時代から人気のあったあ
んかけやきそばはボリュームたっぷり。

炭鉱マンから愛されていた「アカシ食
堂」のソースカツ丼のレシピを再現。
サクサクとした衣の食感、柔らかい肉
と脂の甘さが絶品。

創業１９１３年。美唄が炭鉱で賑わってい
た時代から市民に愛されており、旧東
明駅舎の中には当時の広告が残ってい
る。甘さ控えめの餡には刻んだ栗が。

工場城下町輪西で今も鉄鋼マンのお腹
を満たしている１９６３年創業の蕎麦屋。
名物は別盛りのカツ丼で、ダシがきい
てご飯も進む、一番人気のメニュー。

炭鉱夫に愛された自慢のホルモン鍋

喫
茶
店
文
化

◆喫茶にれ
岩見沢市１条西６丁目９-４
tel.０１２６‐２４‐１７３５　㊡日曜・ 祝日
　 ９:００～１７:００

汽車待ちの時間を過ごす喫茶店
煉瓦のまち野幌の銘菓として野幌駅
ホームで販売され、大人気となった。
レンガを形どった餅の中には、ほんの
り甘いこしあんが包まれている。

「元祖室蘭カレーラーメン」の老舗有
名店。塩気・甘み・うまみ・辛さなど
のバランスを大切にした秘伝のスープ
は、通もうなる絶妙さ。

ほどよい辛さとまろやかなコクで「か
らうまい！」と評判の味。カレーラー
メンは創業時から提供。お土産用カ
レーラーメンの販売も。

◆山サ煉化餅本舗

江別市野幌町８-４
tel.０１１‐３８５‐９６８９　㊡月 ・ 火曜
　 ９:００～１７:００

創業明治 34年、老舗銘菓

ニッキの香り高い歯切れの良い飴。赤
平市で産出されていた石炭のごとく、
黒い輝きを放っている。市内のスー
パーや道内外の土産品店でも販売。

◆石川商店

赤平市茂尻元町南５丁目７
tel.０１２５‐３２‐３２８８　㊡日曜（変動あり）

　 ８:００～１７:００
（月２回月曜休）

三笠市幸町６-１１
tel.０１２６７‐２‐２４２９　　㊡日曜
　 １１:００～１４:００ (平日１６:３０～２１:００)

レトロなパッケージが人気 約1００年の歴史を紡ぐ伝統の味

れ
ん
が
餅

江別

塊
炭
飴

赤平

１１:００～２０:００（火曜１４:００迄）

１６:４５～２０:３０

日
本
の
発
展
を
支
え
た
石
炭
産
業
。

労
働
者
が
集
う
街
で
生
ま
れ
た
様
々
な
食
文
化
は
、

炭
鉱
の
時
計
が
止
ま
っ
て
も
な
お
、
当
時
の
味
を
今
に
伝
え
る
。
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赤平 立
坑
や
ぐ
ら

ク
ッ
キ
ー

立坑やぐらのおしゃれなクッキー
◆Café Luft
赤平市大町１‐６‐６
tel.０１２５‐７４‐８０７３　㊡不定休
　 １１:３０～１８:００

芦別 炭
カ
ラ

◆東京食堂
芦別市北１条東２丁目４市民会館内
tel.０８０‐８２９７‐８１４０　㊡土・日曜・祝日
　 １１:３０～１９:００

                                    　    不定休
　 １０:００～１６:００

１１:００～１７:００
火・水曜、年末年始

芦別の歴史を語る! 黒い唐揚げ
◆グランエソール
岩見沢市栗沢町由良２５７-４
tel.０１２６‐４５‐５０２２　㊡月・火曜
　 　 土日は１０:３０～、平日はお問い合わせ下さい

人気パン店のふわふわの石炭ぱん

石
炭
ぱ
ん

ラム香る大人のカヌレ

大
人
の
石
炭
カ
ヌ
レ

　　「炭鉄港」 をイメージした
スイーツのニューフェースを発見！

　　新時代の炭鉄港めしは見た目のインパクトも大事！

※カフェで提供、 販売状況はお問い合わせ下さい


